
・・・・・・・・・ 2-3
・・・・・・・・・・・・・・ 4-7

・・・・・ 8-9
・・・ 10-11

・・・・・・・・・・・・・・・ 12-13
・・・・・・・・・・・・・・・・ 14-15

・・・・・・・・・ 16-17
・・・・・・・・・・・・・・・ 18-20

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21-26
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●食生活改善推進員／情報館委員募集 ほか
●古文書講座／どくとるマンボウ昆虫展 ほか
●地域の風～支所からのたより～
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●コメを食べよう／小中一貫教育 ほか
●まちの話題TOPICS／はたログ
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　4月１日㈮、十日町雪まつりキャラクター「ネージュ」のイラス
トを加工した、新しいご当地ナンバープレートが発行されました。
ナンバーは車種によってカラフルに色分け。ピンクや黄色、青など
色鮮やかでかわいいナンバーの番号１番を狙おうと、たくさんの人
が朝から市役所窓口に並びました。

　4月１日㈮、十日町雪まつりキャラクター「ネージュ」のイラス
トを加工した、新しいご当地ナンバープレートが発行されました。
ナンバーは車種によってカラフルに色分け。ピンクや黄色、青など
色鮮やかでかわいいナンバーの番号１番を狙おうと、たくさんの人
が朝から市役所窓口に並びました。

4444月月月月１１１１日日日日㈮㈮㈮㈮、十日町雪まつりキャラクター「ネージュ」のイラス、十日町雪まつりキャラクター「ネージュ」のイラス、十日町雪まつりキャラクター「ネージュ」のイラス、十日町雪まつりキャラクター「ネージュ」のイラス

ご当地　ネージュナンバー発行ご当地　ネージュナンバー発行ご当地　ネージュナンバー発行
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　任期満了に伴う新潟県議会議員一般選挙が、４月10日㈰に行われました。十日町市中魚

沼郡選挙区の定数２議席に３人が立候補しました。

　即日開票の結果、尾身孝昭氏が５回目、村松二郎氏が６回目の当選を果たし、11日㈪に

市役所で当選証書が手渡されました。

新潟県議会議員一般選挙　開票結果

県議会議員一般選挙開票結果（得票数）

尾身　孝昭 村松　二郎 樋口　利明 合　　計

十日町市 15,331 10,111 7,321 32,763

津 南 町 1,230 4,238 775 6,243

合　  計 16,561 14,349 8,096 39,006

十日町市の投票率

選挙当日有権者数（人） 投票者数（人） 棄権者数（人） 投票率（％）

男 23,913 16,352 7,561 68.38

女 25,479 16,818 8,661 66.01

合　　計 49,392 33,170 16,222 67.16

（敬称略）

地
域
お
こ
し

　  

協
力
隊
紹
介

　
平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
で
は
、
４
月
１

日
に
３
人
の
隊
員
を
新
た
に
採
用
し
ま

し
た
。
今
回
採
用
さ
れ
た
隊
員
を
紹
介

し
ま
す
。

①
配
置
地
域
・
集
落

②
前
住
地

③
抱
負

④
十
日
町
市
の
印
象

①
十
日
町
・
水
沢
地
区

②
神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町

③
住
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
の
日
々
の
活

動
と
、
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
す

新
た
な
試
み
を
、
少
し
で
も
各
集
落

の
自
信
と
希
望
に
つ
な
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

④
水
と
空
気
、
お
米
に
そ
ば
、
さ
ら
に

日
本
酒
が
お
い
し
く
う
れ
し
い
限
り

で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
人
の
温
か
さ

が
す
ば
ら
し
い
で
す
。

①
松
代
・
山
平
地
区

②
神
奈
川
県
横
浜
市

③
地
域
と
外
の
関
わ
り
が
豊
か
に
な
っ

て
、
双
方
に
潤
い
が
生
ま
れ
る
よ
う

な
活
動
が
し
た
い
で
す
。

④
「
毎
年
雪
は
降
ら
ん
だ
ど
も
、
春
の

芽
吹
き
を
見
る
と
す
っ
か
り
忘
れ
て

し
ま
わ
ん
ね
」
と
つ
ぶ
や
い
た
友
人

の
心
根
の
強
さ
が
、
十
日
町
市
の

人
々
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

①
中
里
・
清
津
峡
地
区

②
東
京
都
荒
川
区

③
地
域
の
人
に
里
山
の
生
活
や
知
恵
な

ど
を
教
え
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
残
し

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
間
伐
材
の

有
効
利
用
な
ど
も
し
て
い
き
た
い
で

す
。

④
地
域
の
人
が
優
し
く
て
、温
か
く
て
、

い
つ
も
親
切
に
し
て
く
れ
ま
す
。

中
なかがわ

川　光
みつつぐ

嗣さん（33歳）

奥
おくだいら

平　百
ゆ り

合さん（37歳） 大
おお

庭
ば

ひとみさん（20歳）

【地域おこし協力隊とは】

　地域おこし協力隊は、都市住民など地域外の人材を地域社会の新たな担い手として受け入れ、地域力の

維持・強化を図る取り組みです。今回紹介した３人を含め現在市内全地域で17人の隊員が活動しています。

【活動内容】地域の実情に合わせて以下の支援活動を行っています。

　◎農作業及び関連する事務　◎集落の共同作業の支援（道路や水路の修繕など）　◎環境保全活動

　◎生活支援　◎地域行事　◎活性化事業の支援（都市との交流など）◎郷土文化の保存・継承支援　など

【隊員に依頼したいことがある場合】

　隊員が配置された地区で隊員に依頼したいことがある場合は、隊員の拠点施設に問い合わせてください。

ただし、危険が伴うものや個人的な依頼は受けられない場合もあります。地区や集落の皆さんが納得して

もらえる協力活動となるようお願いします。引き続き地域おこし協力隊を温かく見守ってください。

　
長
野
県
北
部
地
震
並
び
に
東
日
本
大
震
災
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様

に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、

十
日
町
市
に
も
多
く
の
被
災
者
が
避
難
さ
れ
て
い
て
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
二
つ
の
地
震
は
、
十
日
町
市
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
市
内
の
観
光
・
宿
泊
業
界
で
は
、
風
評
被
害
な
ど
か
ら
宿
泊

客
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

や
職
場
の
歓
送
迎
会
・
慰
労
会
・
懇
親
会
の
自
粛
で
料
理
店
な
ど
の
飲
食

業
界
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
更
に
震
災
に
伴
う
買
い
控

え
も
あ
り
、
卸
売
業
・
小
売
り
店
舗
な
ど
の
利
用
が
減
少
し
、
消
費
低
迷

に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
被
災
地
の
惨
状
を
考
え
ま
す
と
、
買
い
控
え
や
会
合
な
ど
の
自
粛
は
や

む
を
得
な
い
感
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
た
め
に
地
域
各
業
界
の
景
気
悪
化

も
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
妻
有
地
方
は
、
雪
融
け
と
共
に
躍
動
の
春
を
迎
え
、
一
年
で
一
番
よ
い

季
節
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
５
月
３
日
の
「
き
も
の
ま

つ
り
」
も
行
い
ま
す
。
皆
様
が
元
気
を
出
し
て
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と

が
震
災
復
興
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
地
元
の
店
舗
・
業

界
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
市
民
の
皆
様
の
特
段
の
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
平
成
23
年
４
月
25
日

　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
商
工
会
議
所
会
頭
　
　
　
　
　
丸
山
　
秀
二

　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
商
工
会
連
絡
協
議
会
長
　
　
押
木
　
篤
美

　
　
　
　
　
　
　 

（
川
西
・
水
沢
・
中
里
・
松
代
町
・
松
之
山
各
商
工
会
）

　
　
　
　
　
　
　
㈳
十
日
町
市
観
光
協
会
長
　
　
　
　
　
村
山
　
義
政

　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
芳
史

地
元
の
お
店
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

地
震
で
経
済
を
低
迷
さ
せ
な
い
た
め
に

地
域
を
変
え
て
い
く
新
し
い
力

■
問
合
せ

：

企
画
政
策
課
協
働
推
進
係

　
☎
７
５
７

｜

３
６
９
３

４
月
１
日
現
在
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
配
置
状
況

地　域 配置地区 隊員数 拠　　点

十日町

美佐島地区 １人 中央公民館
飛渡地区 １人 飛渡公民館
吉田地区 １人 吉田公民館
東下組地区 １人 下条公民館
水沢地区 １人 水沢公民館

川　西 仙田地区 ２人 川西支所地域振興課

中　里
高道山地区、倉俣地区
清津峡地区

４人 中里支所地域振興課

松　代
奴奈川地区、中部地区
峰方地区、山平地区

４人 松代支所地域振興課

松之山 布川地区 ２人 松之山支所地域振興課
合　　計 17 人

※配置地区内でも活動範囲を地区全体まで広げていない隊員もいますのでご了承ください
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有利な市の融資制度を ご利用ください有利な市の融資制度を ご利用ください有利な市の融資制度を ご利用ください 貸付利率は、
年度途中で変
更する場合が
あります

資　　金　　名 資 金 使 途 貸　　　　付　　　　対　　　　象

企 業 設 置 資 金
用地取得造成、建
設・機械設備など

市企業設置奨励条例により「奨励企業」の指定を受けた企業
※設備投資額・新規雇用人数などの要件あり

新 規 創 業 支 援 資 金 運 転 ・ 設 備
市内で創業する具体的な計画を有する個人及び企業（創業後５
年を経過していないもの）。ただし、市税などを完納している
個人・法人

新 事 業 ・ 新 技 術 等
開 発 支 援 資 金

運 転 ・ 設 備
引き続き同一事業を６か月以上営む中小企業（企業グループ及
び組合など含む）。ただし、市税などを完納している個人・法
人

中 小 企 業 振 興 資 金 運 転 ・ 設 備

市内に工場または店舗などを有し、かつ同一事業を６か月以上
営む中小企業者（製造業・建設業・運輸通信業・卸売業・サー
ビス業・小売業など）。ただし、市税などを完納している個人・
法人

地 方 産 業 育 成 資 金 運 転 ・ 設 備

市内に住所または事業所を有し、かつ同一事業を１年以上営む
中小企業者（鉱業・建設業・製造業・卸売業・小売業・飲食業・
運輸通信業・サービス業など）。ただし、市税などを完納して
いる個人・法人

小 売 商 業 近 代 化 資 金
店舗新築・増築・
改築・改装・設備

市内に住所及び店舗を有し、引き続き同一事業を１年以上営む
小売商業者。ただし、市税などを完納している個人・法人

経済景気対策特別資金 運 転

市内に事業所を有し、引き続き同一事業を３年以上営み、市税
などを完納している中小企業者で、不況の影響により直近３か
月の売上（生産）高などが前年または前々年の同期と比較して
３%以上減少し、経営に支障をきたしている個人・法人

勤 労 者 住 宅 建 設 資 金
住 宅 新 築
改 築 ・ 購 入

市内に自ら居住するための住宅を新築・改築・購入しようとす
る勤労者。ただし、市税などを完納している者

排 水 設 備 等 設 置 資 金
排 水 設 備 な ど の
設 置

処理地区内における建築物の所有者、または占有者で排水設備
などの設置工事を行う者。ただし、下水道受益者負担金、市税
などの完納者

克 雪 住 宅 づ く り 資 金
融雪式・耐雪式・
落 雪 式 住 宅 の 新
築・改 築・改 良

個人または法人（従業員30人未満）で市税などを完納してい
る者、かつ貸付金の償還が取扱金融機関の定める条件に適合す
る者

十 日 町 駅 西 土 地 区
画 整 理 事 業 宅 地
規 模 適 正 化 資 金

付 換 地 購 入

市土地区画整理事業の地権者で、十日町駅西土地区画整理事業
付換地取扱要領の規定に基づく付換地を購入しようとする個
人・法人。ただし、市税などの完納者、貸付金の償還能力など
を有する者

地域集会施設建設資金
地 域 集 会 施
設 新 改 築 ・
購 入・土 地 購 入

集会の場としての施設の新築、新築に準ずる改築・購入、また
は集会施設の用に供する土地を購入する者

駐 車 場 設 置 資 金 駐 車 場 設 置
市長の定める区域内に自動車５台以上の収容能力を有する駐車
場を新たに設置する者で、市内在住の個人または法人など

診 療 所 施 設 整 備 資 金
施設・医療機器購
入設置、用地購入

診療所の施設・設備・用地取得。ただし、十日町市中魚沼郡医
師会の会員で、会の承認を得た者

貸 付 限 度 額 貸 付 利 率 期　間 取 扱 金 融 機 関 問 合 せ

１億5,000万円
（市長特認２億円）

1.80%
11年以内

（据置１年含）

第四・北越・大光・県信用
組合・上越信用金庫・十日
町農協 産業振興課

☎757-3139

2,000万円
信用保証付 2.00%
信用保証無 2.50%

運転資金
５年以内
設備資金
７年以内

2,000万円
信用保証付 2.10%
信用保証無 2.60%

10年以内

1,000万円
信用保証付 1.95%
信用保証無 2.45%

５年以内

1,000万円

責任共有制度対象外
信用保証付   1.95％
責任共有制度対象
信用保証付   2.15％
信用保証無   2.45％

運転資金
５年以内
設備資金
７年以内

3,000万円
信用保証付 1.95%
信用保証無 2.45% 

10年以内

1,000万円
信用保証付 1.80%
信用保証無 2.30%

７年以内

500万円
一 般 貸 付 2.30% 10年以内

労　働　金　庫
担 保 貸 付 2.20% 20年以内

100万円 2.20% ５年以内

第四・北越・大光・県信用
組合・上越信用金庫・十日
町農協・労働金庫

上下水道局
☎757-3115

融雪式・耐雪式 600万円
2.00% 15年以内

都市計画課建築住宅係
☎757-9935

落雪式	 400万円

500万円 2.40% 10年以内
都市計画課区画整理係

☎757-3150

総事業費から、自己資
金・補助金・寄附金な
どを差し引いた額

2.40% 10年以内

第四・北越・大光・県信用
組合・上越信用金庫・十日
町農協

企画政策課協働推進係
☎757-3693

営業用など１億円
そのほか1,000万円

2.40% ５〜 10年
産業振興課商工振興係

☎757-3139

１億円 2.40% 10年以内
地域中核病院
建設推進室
☎757-3187

※詳細については、取扱金融機関または市役所担当課まで問い合わせてください



6市報とおかまち　平成23年4月25日号市報とおかまち　平成23年4月25日号7

中
心
商
店
街
関
係

■
空
き
店
舗
活
用
促
進
事
業
（
継
続
）

　
市
内
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
事
業

を
営
む
事
業
者
に
対
し
、
店
舗
賃
借
料

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
補
助
率

：

月
賃
借
料
の
２
分
の
１
以

内
。
上
限
は
５
万
円

◆
補
助
期
間

：

12
か
月

◆
補
助
条
件

：

午
前
中
に
営
業
を
開
始

す
る
こ
と

■
中
心
商
店
街
貸
店
舗
改
修
支
援
事
業

（
新
規
）

　
店
舗
閉
店
に
伴
い
、
車
庫
や
倉
庫
に

な
っ
て
い
る
店
舗
兼
住
宅
の
入
口
部
分

を
貸
店
舗
と
し
て
再
利
用
す
る
場
合
、

物
件
所
有
者
に
対
し
、
工
事
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
率

：

２
分
の
１
。
上
限
は
20
万

円
　
※
最
低
工
事
価
格
は
20
万
円
以

上
が
対
象

■
企
業
設
置
奨
励
事
業
（
拡
大

：

指
定

要
件
の
緩
和
）

　
設
備
投
資
に
加
え
新
規
の
雇
用
が
あ

る
場
合
、
十
日
町
市
企
業
設
置
奨
励
条

例
に
よ
り
有
利
な
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
対
象
企
業

①
次
の
事
業
を
市
内
で
行
い
、
事
業
区

分
に
応
じ
た
設
備
投
資
と
新
規
雇
用

を
行
う
こ
と

ア
　
施
設
農
業
、情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、

学
術
・
開
発
研
究
機
関
、
宿
泊
業

（
新
規
雇
用
３
人
以
上
）

イ
　
製
造
業
、運
輸
業
、建
設
業
（
新

規
雇
用
３
人
以
上
）
※
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
、
人
数
要
件

を
緩
和
（
従
前
は
５
人
以
上
）

ウ
　
産
業
振
興
と
雇
用
創
出
に
資
す

る
と
市
長
が
認
め
た
事
業
（
新
規

雇
用
10
人
以
上
）

②
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

③
公
害
発
生
の
恐
れ
が
な
い
こ
と

④
建
築
基
準
法
に
よ
る
用
途
地
域
の
制

限
を
超
え
な
い
こ
と

◆
支
援
内
容

①
新
た
な
設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産

税
及
び
都
市
計
画
税
の
課
税
免
除

（
３
年
間
）

②
十
日
町
市
企
業
設
置
資
金
（
※
）
の

融
資
資
格
付
与

③
新
た
な
設
備
投
資
を
借
入
れ
で
行
っ

た
場
合
に
対
す
る
利
子
補
給
金
の
交

付
（
５
年
間
・
上
限
は
年
度
末
残
高

の
１
％
）

④
事
業
用
地
の
取
得
費
の
30
％
（
上
限

３
、
０
０
０
万
円
）
を
助
成

⑤
事
業
用
地
の
造
成
費
の
30
％
（
上
限

１
、
０
０
０
万
円
）
を
助
成

⑥
新
規
雇
用
１
人
当
た
り
10
～
20
万
円

（
上
限
２
、
０
０
０
万
円
）
を
補
助

⑦
大
規
模
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
（
次

の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
場

合
・
上
限
５
、
０
０
０
万
円
）
の
交

付ア
　
新
た
な
設
備
投
資
に
伴
う
新
規

雇
用
者
の
数
が
50
人
超

イ
　
新
た
な
設
備
投
資
額
が
製
造
業

の
場
合
は
５
億
円
超
、
そ
の
ほ
か

の
業
種
の
場
合
は
２
億
円
超

【
※
企
業
設
置
資
金
】

貸
付
限
度
額

：

１
億
５
、
０
０
０
万
円

（
市
長
が
特
に
認
め
た
場
合
２
億
円
）

　
利
率

：

１
・
80
％

償
還
期
間

：

11
年
以
内
（
据
置
１
年
含

む
）

■
販
路
拡
大
助
成
金
交
付
事
業（
継
続
）

　
市
内
の
事
業
所
が
自
社
製
品
・
技
術

な
ど
の
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
、
展
示

会
や
見
本
市
な
ど
に
独
自
に
出
店
す
る

場
合
、そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

中
小
企
業
関
係

◆
補
助
率

：

２
分
の
１
。
１
回
当
た
り

の
上
限
は
国
内
20
万
円
、
海
外
30
万

円
◆
対
象
経
費

：

出
展
料
、
用
品
レ
ン
タ

ル
料
、
広
告
宣
伝
費
（
海
外
は
運
送

費
、
渡
航
費
、
通
訳
経
費
も
対
象
）

■
遊
休
工
場
等
活
用
促
進
事
業（
継
続
）

　
雇
用
機
会
の
創
出
、
起
業
家
の
育
成

及
び
遊
休
資
産
の
活
用
促
進
を
図
る
た

め
、
空
き
工
場
な
ど
を
借
り
上
げ
て
事

業
活
動
を
行
う
場
合
、
そ
の
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

：

遊
休
工
場
な
ど
を
借

り
上
げ
て
事
業
（
製
造
業
、運
輸
業
、

建
設
業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
ほ
か
）

を
２
年
以
上
継
続
し
、
ま
た
活
用
開

始
日
の
前
後
３
か
月
以
内
に
２
人
以

上
を
新
た
に
常
用
雇
用
す
る
人
（
遊

休
工
場
な
ど
の
所
有
者
と
親
族
関
係

な
ど
が
無
い
こ
と
が
条
件
）

◆
対
象
経
費

：

遊
休
工
場
な
ど
の
活
用

に
要
す
る
賃
借
料

◆
補
助
率

：

２
分
の
１
。
常
用
雇
用
者

数
２
人
以
上
は
、
１
か
月
当
た
り
上

限
５
万
円
（
５
人
以
上
は
10
万
円
）。

補
助
対
象
期
間
は
２
年
。

産
業
振
興
課
の
各
種
支
援
制
度
の
紹
介

◆
申
込
み
・
問
合
せ
　
産
業
振
興
課
　
☎
７
５
７
―
３
１
３
９

※
各
支
所
地
域
振
興
課
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　２月１日から証明書自動交付機が稼働しています。おかげさまで既に1,300人以上の人から利用

の登録をしてもらいました。自動交付機を利用することで、平日だけでなく土・日曜日、祝日でも

毎日午前８時から午後８時まで証明書を受け取ることができます。また、窓口で申請書を記入する

必要がないので、待ち時間が短縮でき、さらに窓口よりも証明書の料金が安くなります。

　自動交付機を利用するには、事前に窓口でカードの登録と暗証番号の設定が必要です。住民票な

ど証明書の申請は、ぜひ自動交付機を利用してください。

証明書自動交付機をご利用ください

　
証
明
書
自
動
交
付
機
を
利
用
し
た
小
堺

志
緒
さ
ん
（
29
歳
・
高
田
町
３
東
）
は
、「
操

作
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
と
て
も
簡
単
で
し

た
。
申
請
書
を
書
か
な
く
て
済
む
の
で
、

待
ち
時
間
が
少
な
い
の
も
い
い
で
す
ね
。

料
金
が
安
い
の
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
便

利
さ
を
語
り
ま
し
た
。

　
自
動
交
付
機
の
稼
働
に
伴
い
、
本
庁

舎
で
の
土
・
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
る

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
発
行
業
務
は
、

５
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

　
自
動
交
付
機
で
使
用
で
き
る
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
本
人
の
写
真
を
入

れ
る
こ
と
で
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し

て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
希
望
者
に
対
し
て
、
こ
の

カ
ー
ド
を
無
料
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

写
真
の
無
料
撮
影
も
し
て
い
ま
す
の

で
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書

を
複
数
お
持
ち
の
う
え
、
市
役
所
窓
口

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
庁
舎
の
休
日
証
明
発
行
窓
口
は

５
月
末
で
終
了
し
ま
す

　
８
月
か
ら
は
支
所
窓
口
で
証
明
書

の
自
動
受
付
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
ま

す
。
閉
庁
時
間
に
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
が
、申
請
書
記
入
の
手
間
が
な
く
、

簡
単
に
安
く
証
明
書
の
交
付
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

支
所
で
は
８
月
か
ら
窓
口
受
付

シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

稼
働
日
時
と
設
置
場
所

使
用
で
き
る
カ
ー
ド

●
稼
働
日
時

　
毎
日
午
前
８
時
〜
午
後
８
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
稼
働
し
ま
す

※
12
月
31
日
〜
翌
年
１
月
３
日
は
休
止

　
し
ま
す

●
設
置
場
所

　

市
役
所
本
庁
舎
１
階

　（
正
面
玄
関
の
風
除
室
内
）

自動交付機

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　
・
印
鑑
登
録
証

証明書の種類
手数料

自動交付機 窓口

住民票
（本人及び同じ世帯員のもの）

250円 300円

印鑑登録証明書
（本人のもの）

250円 300円

戸籍証明書
（本籍が十日町市で本人のもの）

400円 450円

戸籍の附票
（本籍が十日町市で本人のもの）

250円 300円

交
付
で
き
る
証
明
書
と
手
数
料

※全て最新のものに限ります

●
問
合
せ

　
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係

　
☎
７
５
７
―
３
１
１
６

簡単 早い 安い 便利

利
用
の
前
に
登
録
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す

　
自
動
交
付
機
の
利
用
を
希
望
す
る
人

は
、
事
前
に
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
申
請
者

　
利
用
者
本
人
の
み
（
代
理
不
可
）

●
必
要
な
も
の

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
ま
た
は
印

鑑
登
録
証

・
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
数
字
４
け
た
の
暗
証
番
号

利用者の声
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2011 きものの街の
キルトコンテスト作品を

募集します！

「第 2回情報館まるごと体感フェア」
実行委員・当日ボランティアを募集します

平成23・24年度
十日町情報館（図書館）協議会委員を募集します

　７月30日㈯〜８月７日㈰開催の第２回情

報館まるごと体感フェアの企画や運営を担う

「実行委員」と当日の運営のみに協力する「当

日ボランティア」を募集します。（いずれも

報酬はありません）

【実行委員の募集】

■応募資格：情報館の活動に興味があり、実

行委員会の出席と会期中の運営に協力する

ことが可能な人

■実行委員会日程：５月11日㈬、５月25日

㈬、６月８日㈬、６月22日㈬、７月６日㈬、

７月20日㈬の６回を予定（５月11日の開

催時間は午後７時から２時間程度、以後の

会議は皆さんと協議して時間を決めます）

【当日ボランティアの募集】

■応募資格：情報館の活動に興味があり、会

期中の催し物の運営に協力できる人（担当

する催し物は、フェアの内容決定後、希望

をとって調整します）

■会場・申込み・問合せ

　情報館　☎750-5100

　市では国民健康保険の予算や保険税などを審議す

るため、国民健康保険運営協議会を設置しています。

被保険者（国保加入者）を代表する委員５人のうち

３人を募集します。

◆応募資格

①十日町市国民健康保険の被保険者で、市内に住所

を有する20歳以上の人

②年間３回程度開催する運営協議会に出席できる人

③事業所に勤務する場合、事業主から就任の承諾が

得られる人

◆任期：６月１日から２年間

◆応募方法

　市民生活課国保係に配置した応募用紙に400字程

度の作文（テーマ：国保や医療・健康など日ごろ

考えていること）を添えて提出

※結果は５月下旬に応募者全員に通知します

◆応募締切り：５月10日㈫

◆申込み・問合せ

　市民生活課国保係　☎757-3735

　情報館（図書館）協議会は、情報館（図書館）の運営を

民主的に行うため、市民を代表して館長の諮問に応じ、館

長に対して意見を述べる機関です。市民の声をより的確に

情報館（図書館）の運営に反映させるため、委員を１人募

集します。

■応募資格：次の全てに当てはまる人

①市内に引き続き３か月以上居住し、４月１日現在で満

　20歳以上の人

②情報館を利用する人で、図書館に関心を持ち、年８回

　程度開催される会議に出席可能な人

③市が設置するほかの審議会などの委員を２つ以上兼務

　していない人

■委嘱期間：平成25年３月31日まで

■委員報酬：会議１回につき5,500円

■応募方法：情報館及び各分室に配置した応募用紙に

　800字程度の小論文（テーマ：あなたが求める理想の

　情報館像）を添えて情報館に提出

　※結果は５月中旬に応募者全員に通知します

■応募期間：４月26日㈫〜５月10日㈫（必着）

■問合せ：情報館　〒948-0072　十日町市寅甲508

　　　　　　　　　☎750-5100

国民健康保険運営協議会委員を
募集します

　「
健
康
の
基
本
は
正
し
い
食
生
活
か

ら
」
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
そ
の
実
践

は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
（
食
推
・
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
）
は
、
こ
の
「
食
」
の
大
切

さ
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
広
く
呼
び
か
け
、

「
自
分
や
家
族
の
健
康
の
た
め
に
」「
地

域
で
何
か
お
手
伝
い
で
き
た
ら
」
と
い

う
思
い
か
ら
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
の
食
生
活
改
善
推
進
委

員
協
議
会
は
、
１
７
６
人
の
会
員
で
組

織
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
各
地
域

に
支
部
組
織
が
あ
り
、「
や
ま
な
会
」「
こ

ぶ
し
会
」
の
愛
称
で
活
動
し
て
い
る
支

部
も
あ
り
ま
す
。

○
主
な
活
動
内
容

　
地
区
の
公
民
館
な
ど
を
会
場
に
、
生

活
習
慣
病
予
防
な
ど
の
料
理
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
園
児
か
ら
高
校
生
を
対
象
と
し
、

い
っ
し
ょ
に
料
理
を
し
な
が
ら
食
育
に

つ
い
て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
の
健
康
情
報
を
知
り
、
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
ま
た
、
地
産

地
消
や
郷
土
料
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
で
料
理
を
学
び
ま
す
。

　
食
に
関
す
る
工
場
や
施
設
な
ど
を
見

学
し
ま
す
。

※
こ
れ
以
外
に
も
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
交
流
会
を
開
催
し
、

会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す

食
生
活
改
善
推
進
員
を
ご
存
知
で
す
か
？

地
区
伝
達
講
習
会

食
育
講
習
会

研
修
会

視
察
研
修

　�
健
康
で
あ
り
た
い
��
食
生
活

を
見
直
し
た
い
�。
こ
ん
な
事
を

考
え
て
い
る
人
は
、
市
が
開
催
す

る
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
食
生
活
改
善

推
進
員
の
養
成
講
座
で
す
。
受
講

後
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
し
て
活
動

し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
楽
し
く
学
び
、
い
ろ
い
ろ
な
地

域
の
仲
間
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

【
募
集
内
容
】

●
対
象

：

お
お
む
ね
63
歳
未
満
の
人

●
定
員

：

20
人

●
場
所

：

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
隣
）

●
参
加
費

：

テ
キ
ス
ト
代
１
、
２

０
０
円
及
び
実
習
時
に
１
回
３

０
０
円
程
度

●
日
程
な
ど

：

下
表
参
照

●
申
込
み
・
問
合
せ

　

５
月
25
日
㈬
ま
で
に
健
康
支
援

課
母
子
保
健
係
（
☎
７
５
７

�

９
７
５
９
）

食
事
か
ら
健
康
に
つ
い
て
学
べ
る

﹁
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
セ
ミ
ナ
�
﹂

を
開
催
し
ま
す
！

日　時 内　容 日　時 内　容

１
６月14日㈫
午前９時30分〜
　午後３時30分

開講式、十日町市の健康状
況、栄養の基礎「消化と吸
収」

４
７月19日㈫
午前９時30分〜
　午後３時30分

よくわかる食品安全の基
礎知識、地産地消の調理
実習

２
６月26日㈰
午前９時30分〜
　午後３時30分

どのくらいが適量？（カロ
リー表示について）、楽し
く簡単に調理実習

５
８月３日㈬
午前９時30分〜
　午後３時30分

こころにも栄養補給（心
の健康について）、これか
らの健康づくり、閉講式

３
７月９日㈯
午前９時30分〜
　午後３時30分

からだを動かし体力維持
（運動実技）、バランスを考
えて食事作り（調理実習）

７〜 11月 食生活改善推進員の活動に参加

11月 受講生同窓会

※講師の都合により変更することがあります

◆受付期間：７月19日㈫〜 29日㈮（必着）

◆部　　門：「和布部門」「フリー部門」

◆応募資格：特になし

　※個人・グループとも可　※未発表の作品

◆応募規定：「和布部門」は「和」の布を半分

以上使用しているもの、作品は１辺2.2m角

以内のタペストリー

　※「フリー部門」は制限なし

◆参加費：作品１点につき2,000円（保険料な

ど）

◆作品送付・問合せ

　〒948-0082　十日町市

本町２　本町分庁舎内　

市観光協会「きものの街

のキルト展実行委員会事

務局」☎757-3345
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どくとるマンボウ
昆虫展

　「森の学校」キョロロでは、作家北杜夫さん

のエッセイ『どくとるマンボウ昆虫記』の文中

に登場する昆虫を、実物の標本とともに紹介す

る企画展を開催します。北さんといっしょに昆

虫記の世界へ探検に出かけませんか

●入館料：大人500円、小・中・高生300円、

小学生未満無料　※４月23日㈯〜 29日（昭

和の日）は十日町市民入館無料

●開館時間：午前９時〜午後５時（入館は４時

30分まで）※火曜日休館（火曜日が祝日の

場合は翌日休館）

【関連イベント：「どくとるマンボウ昆虫記」語

り会、新潟県産ギフチョウ寄贈式】

◎開催日：５月８日㈰　午後３時〜４時30分

◎内　容：北杜夫作品の語りべ伊藤しのぶさん

と、マロニエ昆虫館の新部公亮さんによる昆

虫記の語り会を開催。新潟県産ギフチョウの

寄贈式と展示も同時開催します。

●会場・問合せ

　「森の学校」キョロロ

　☎595-8311

期間：４月23日㈯～６月19日㈰
～『どくとるマンボウ昆虫記』刊行50周年～

どくとるマンボウ
昆虫展

古文書に親しむ
　市内の史料をテキストにして、郷土の歴史を学

びます。初心者歓迎です。

入門コース：文字の解読を基礎から学びます。

中級コース：基礎が身に付いている人向けです。

●日時

　入門：６月〜 24年３月の隔週土曜日

　　　　午前９時30分〜 11時30分

　中級：６月〜 24年３月の隔週水曜日

　　　　午後１時30分〜３時30分

　※初回の日時が決まりましたらハガキで連絡し

　　ます。詳細な日程表は初回に配布します

●会場：博物館　　●定員：各コース先着20人

●受講料：2,500円（テキスト代）※初回に集金

●講師：丸山克巳さん（博物館友の会）

●申込み：５月22日㈰までに、申込書（博物館・

情報館・各地区公民館に配置）を博物館へ

　※22年度受講生で継続手続きをした人は申し

　込み不要

●問合せ：博物館　☎757-5531

平成23年度古文書講座

すこやかランド 参加者募集！
●期　間：５月10日㈫〜 24年３月６日㈫

●時　間：午前10時〜 11時

●対　象：４か月以上１歳未満のはじめてお子

さんを持つ保護者

●参加費：無料

●定　員：約20人

●申込み：随時受け付けていますので、電話ま

たはＦＡＸで中央公民館へ

　（申込書はホームページでも入手できます）

仲間づくりをしながら楽しく子育てを学びましょう

■会場・申込み・問合せ　中央公民館　☎757-5011　FAX757-5010

日　時 テーマ

５月10日㈫ はじめまして！出会いを楽しく

６月７日㈫ 自然とのふれあい

７月５日㈫ 乳幼児の食事について

８月２日㈫ 絵本との出会い

９月６日㈫ 親子のコミュニケーション

10月４日㈫ 親子のスキンシップを大切に

11月１日㈫ 童謡を歌いましょう

12月６日㈫ 親子で楽しくリズム遊び

３月６日㈫ 子育てをもっと楽しく

　子ども手当は４月〜９月までの６か月

間、これまでと同じ月額13,000円で、引

き続き支給されることになりました。

●支給金額

　子ども１人につき月額13,000円

●支給対象

　０歳から中学校卒業までの子ども

　（０歳から15歳になった後の最初の３月

　31日まで）

●支給月：６月（２月〜５月分）

　　　　　10月（６月〜９月分）

※６月の現況届の提出は不要です

※10月に届出、申請などが必要となる場

合があります

●問合せ：子育て支援課子育て支援係

　　　　　☎757-3719

　
森
林
は
、
水
源
の
か
ん
養
や
山
地
災

害
の
防
止
の
ほ
か
、
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
源
と
し
て
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
な
ど

多
く
の
役
割
を
果
た
し
、
私
た
ち
の
生

活
に
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

　
市
に
は
、
約
３
万
２
、
０
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
民
有
林
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

の
約
９
、
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
杉
な

ど
の
人
工
林
で
す
。
し
か
し
、
過
疎
化

や
高
齢
化
に
伴
い
、
間
伐
な
ど
の
手
入

れ
が
さ
れ
て
い
な
い
森
林
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
国
・
県
の
補
助
制
度
や
市

独
自
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
、
地
域

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
森
林
を

守
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

■
森
林
整
備
推
進
事
業

◆
補
助
対
象

　
国･

県
補
助
の
対
象
と
な
っ
た
森
林

整
備
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
補
助
額

　
事
業
費
か
ら
国･

県
補
助
金
を
差
し

引
い
た
額
の
２
分
の
１
を
市
が
補
助
し

ま
す
。

■
集
落
共
有
林
整
備
支
援
事
業

◆
補
助
対
象

　
集
落
の
共
同
作
業
で
行
う
、
集
落
共

有
林
の
下
草
刈
り･

枝
打
ち･

除
間
伐
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
補
助
額

　
人
夫
賃
金
１
人
１
日
当
た
り
７
、
２

０
０
円
の
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す

（
上
限
は
１
集
落
５
万
円
）。

■
森
林
資
源
利
活
用
事
業

◆
補
助
対
象

　
市
内
で
間
伐
材
の
利
用
を
促
進
す
る

目
的
で
、
間
伐
材
の
運
搬
費
を
支
援
し

ま
す
。
間
伐
材
を
希
望
す
る
人
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
額

　
搬
出
す
る
間
伐
材
１
㎥
当
た
り
３
、

０
０
０
円
を
上
限
に
補
助
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　
農
林
課
林
政
農
災
係

　
☎
７
５
７
―
９
９
１
７

森
林
整
備
を
し
ま
せ
ん
か

子ども手当は引き続き
支給されます
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坂口安吾まつり
in松之山

　
春
は
新
た
な
出
発
の
季
節
で
す
。
小

学
校
で
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ニ
ュ
ー

フ
�
ー
ス
た
ち
を
迎
え
ま
す
。
川
西
地

域
で
は
、
新
小
学
１
年
生
た
ち
全
員

に
、﹃
交
通
安
全
お
守
り
﹄
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。
㈶

十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会
川
西
女
性

部
（
江
口
綾
子
部
長
）
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
同
部
は
、
平
成
９
年
に
発
足
し
、
交

通
安
全
啓
発
活
動
を
中
心
に
、
精
力
的

に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
１
年
生

へ
の
お
守
り

プ
レ
ゼ
ン
ト

も
、
発
足
以

来
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
活

動
の
一
つ
で

す
。
お
守
り

は
、
新
１
年
生
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
願
い
を

込
め
て
手
作
り
し
、
そ
の
後
交
通
安
全

の
入
魂
を
し
た
も
の
で
す
。
お
守
り
に

は
事
故
な
ど
な
く
、
無
事
に
家
に
�
か

え
る
�
よ
う
に
、
カ
エ
ル
が
あ
し
ら
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
６
日
㈬
、
橘
小
学
校
（
山
岸
一

朗
校
長
）
で
は
、
10
人
の
新
１
年
生
を

迎
え
ま
し
た
。
入
学
式
に
駆
け
つ
け
た

女
性
部
の
北
野
一
美
さ
ん
、
村
越
由
喜

さ
ん
か
ら
、「
初
め
て
の
学
校
生
活
、

元
気
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の

激
励
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
に
お
守

り
が
手
渡
さ
れ
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

約
束
し
て
い
ま
し
た
。

効果は絶大です！
丹精込め、作られたお守り

「車が来ないか確かめて、しっかり手を挙げ
て横断してね」

大
き
な
や
さ
し
さ
を
込
め
、
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
す

〜
交
通
安
全
お
守
り
〜

　４月11日㈪、川西子育て支援センター「え

くぼ」がオープンしました。「えくぼ」の由来

には、地域の皆さんが笑顔で利用できる施設に

したいという願いが込められています。

　この日行われた開園式では、職員から「子ど

もから遊んでもらうだけでなく、親同士の交流

の場としても利用していただきたい」「子育て

に関する悩み事など、なんでもスタッフに相談

してほしい」など、あいさつがありました。

　この施設か

ら、 子 ど も、

そして家族の

笑顔が広がる

ことが期待さ

れます。

　穏やかな春の陽ざしに恵まれた４月４日㈪、川

西地域の３つの保育園で入園式が行われました。

　千手保育園（佐藤千恵美園長）では、15人の

新入園児を迎え、保護者のほか、在園児も出席し

て入園式を行いました。式では保育士の自己紹

介があり、「早く皆さんと仲よしになりたいです。

いっぱい遊びましょうね」などやさしい言葉がか

けられました。また、新入園児たちの緊張を解き

ほぐそうと、年長の『ひまわり組さん』から歓迎

の合唱や楽しいお遊戯が披露され、新しい仲間の

晴れの門出を祝福しました。

あふれる元気、たくさんの希望を胸に
千手保育園入園式

楽しい保育園生活が始まります

ママも新しいお友達ができたみたい

川西子育て支援センター「えくぼ」
待望のオープン

　
4
月
7
日
㈭
、
松
之
山
地
域
の
小
・

中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
合
わ
せ

て
39
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　
松
里
小
学
校
（
丸
山
公
一
校
長
）
で

は
、
大
き
な
拍
手
の
中
、
5
人
の
新
１

年
生
が
６
年
生
に
手
を
引
か
れ
な
が
ら

元
気
に
入
場
。
担
任
の
先
生
か
ら
名
前

を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
返
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
丸
山
校
長
か

ら
「
小
学
校
は
学
ぶ
こ
と
、
勉
強
す

る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
知

る
、
聞
く
、
見
る
な
ど
の
学
ぶ
姿
勢
を

持
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
最
初

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を
三
つ
話
し

ま
す
。
一
つ
め
、
人
の
話
を
よ
く
聞
く

こ
と
。
二
つ
め
、
続
け
る
こ
と
。
三
つ

め
、
挨
拶
と
返
事
を
し
っ
か
り
す
る
こ

と
。
「
ハ
イ
」
と
返
事
を
す
る
と
勉
強

す
る
力
が
つ
き
ま
す
」
と
激
励
の
言
葉

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
会
長

の
小
野
塚
岳
人
さ
ん
（
６
年
生
）
か
ら

「
僕
た
ち
は
皆
さ
ん
が
入
学
す
る
の

を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。
松
里

小
学
校
に
は
、
運
動
会
や
文
化
祭
な
ど

楽
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

僕
た
ち
と
勉
強
し
た
り
運
動
し
た
り
し

て
、
早
く
仲
良
く
な
り
ま
し
ょ
う
」
と

優
し
い
言
葉
が
か
け
ら
れ
る
と
、
緊
張

し
て
い
た
表
情
も
笑
顔
に
変
わ
り
、
希

望
を
胸
に
小
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

　３月11日に発生した東日本大震災、翌日３月12

日には長野県北部地震が発生しました。そんな中、

被災地である「松之山」自らが元気にならなければ

という強い思いから、今年も松之山温泉まつりが開

催されます。

　今回は「がんばろう松之山！がんばろう十日町！

がんばろう日本！」をスローガンに掲げ開催されま

すので、皆さんおいでください。

●日　時：５月21日㈯　午後２時〜

●場　所：松之山温泉駐車場ほか

●内　容：管領塚供養・稚児行列・松之山中学校

吹奏楽演奏・温泉みこし・よさこいパレード・

BSN公開コンサート

（ラジオ）【庄野真代、

Negicco（ねぎっこ）】・

大花火大会

●問合せ：

　市観光協会松之山支部

　☎596-3011

希
望
を
胸
に
入
学
式

　
小
・
中
学
校
で
₃₉
人
の
新
入
生

「がんばろう松之山！がんばろう日本！」
震災復興祈念　松之山温泉まつり　開催

（昨年度の様子）

■日　時

　５月14日㈯

　午後１時30分〜５時

■会　場：大棟山美術博物館

■入場料：500円

【プログラム】

午後１時30分〜　松之山民話作品の朗読

　作　品：松之山伝説「杢坂由来」

　読み手：松之山朗読会の皆さん

午後２時50分〜　トーク･スライドショー

　テーマ：「写真でたどる安吾」

　講　師：坂口綱男（坂口安吾の長男･写真家）

午後４時〜　語り

　演　目：「桜の森の満開の下で」

　語り手：橘　由貴

■主　催：松之山安吾の会

■問合せ：松之山商工会　☎596-2174

坂口安吾まつり
in松之山
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て
、
江
戸
の
大
工
と
腕
比
べ
を

し
ま
し
た
。
あ
る
と
き
、
そ
ろ

ば
ん
と
同
じ
よ
う
な
構
造
の
戸

車
を
持
つ
、
そ
ろ
ば
ん
戸
と
い

う
重
い
戸
を
作
る
腕
前
を
競
い

ま
し
た
。

江
戸
の
大
工
が
作
っ
た
戸
は

と
て
も
滑
り
が
良
く
、
治
郎
右

衛
門
が
作
っ
た
戸
の
滑
り
は
そ

こ
そ
こ
で
し
た
。
江
戸
の
大
工

は
、「
ど
う
だ
、
滑
り
の
差
が

腕
の
差
だ
。
間
違
い
な
く
お
れ

の
勝
ち
だ
な
、
は
ん
」
と
鼻
で

笑
っ
て
勝
ち
誇
り
ま
し
た
。
治

郎
右
衛
門
は
、「
そ
う
と
ば
か

り
は
言
え
ま
い
」
と
言
い
、
二

つ
の
戸
を
勢
い
よ
く
閉
め
ま
し

た
。
す
る
と
、
江
戸
の
大
工
の

戸
は
閉
ま
っ
て
か
ら
も
ど
り
が

一
尺
あ
ま
り
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、治
郎
右
衛
門
の
戸
は
、

勢
い
よ
く
閉
め
て
も
ピ
タ
ッ
と

止
ま
っ
て
少
し
も
も
ど
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
の
う
え
で
治
郎
右
衛
門

は
、「
戸
は
閉
め
る
と
き
に
は

ピ
タ
ッ
と
閉
ま
り
、
開
け
る
と

き
に
は
す
っ
と
開
け
ら
れ
る
の

が
い
や
ん
じ
ゃ
ね
か
の
」
と
言

い
、
江
戸
の
大
工
は
顔
を
真
っ

赤
に
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

こ
の
こ
と
が
評
判
に
な
り
、

治
郎
右
衛
門
の
名
は
一
気
に
上

が
り
、
名
匠
と
た
た
え
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
江
戸
の
大
工

仲
間
か
ら
は
恨
ま
れ
て
、
何
か

と
嫌
が
ら
せ
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
と
う
と
う
病
に
な
り
、

松
之
山
に
戻
っ
て
間
も
な
く
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

観
音
寺
庫
裏
の
棟
梁
、
善
光

寺
ご
坊
の
脇
棟
梁
と
も
言
わ

れ
、
治
郎
右
衛
門
が
書
き
残
し

た
名
匠
の
本
が
、
今
も
残
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

〈
七
十
〉

今
か
ら
３
０
０
年
ほ
ど
昔
の

こ
と
。
大
工
の
世
界
で
は
、
見

習
い
と
お
礼
奉
公
を
終
え
る
と

他
国
へ
一
人
旅
に
出
て
、
さ
ら

に
数
年
間
腕
を
磨
い
て
よ
う
や

く
一
人
前
に
認
め
ら
れ
る
と
い

う
習
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。
旅

修
業
の
大
工
は
西
さ
い
ぎ
ょ
う
行
打
ち
と
呼

ば
れ
、
全
国
各
地
で
活
躍
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
一
人
、
治
郎
右

衛
門
が
松
之
山
に
や
っ
て
き

て
、
そ
の
ま
ま
住
み
つ
き
ま
し

た
。ち
ょ
う
な
打
ち
の
名
人
で
、

た
ら
い
に
水
を
張
っ
て
梨
を
入

れ
、
ち
ょ
う
な
を
当
て
る
と
き

れ
い
に
皮
が
む
け
た
と
言
い
ま

す
。
ま
た
、
板
に
ち
ょ
う
な
を

置
い
て
引
っ
張
る
と
、
か
ん
な

く
ず
と
同
じ
よ
う
な
薄
く
て
長

い
ち
ょ
う
な
く
ず
が
出
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

冬
は
江
戸
に
出
稼
ぎ
に
出

～山内写真館の世界～

 

「
名
匠
」
の
巻

　
　
　
　
　
　
　（
松
之
山
）

愛宕山護国観音巡拝のお稚児さん
　● 撮影時期：昭和15年６月ごろ

　● 撮影場所：川原町　来迎寺山門前

水沢中学校　生徒会本部「義援金募金活動」

…プ…
ラ…ネ…タ…リ…ウ…ム…

⑬

★問合せ　中里公民館　☎763-2493

【５月の番組情報】：☆５月の星空（定期）☆「き

ぼう」日本実験棟ができるまで（企画番組）

投影日：５月１日㈰・８日㈰・15日㈰・22日㈰

投影時間：午前11時〜（約40分間）

　昭和12年に愛宕山護国観音三十三番

霊場が再興され、盛大に開眼落慶式が行

われました。大勢のお稚児さんが、三尺

帯を前結びにし、白足袋に紅
べに

緒
お

のげたを

履き、赤いチャンチャンコを着て手
てっ

甲
こう

と

脚
きゃ

絆
はん

に菅笠姿で巡拝しました。周りのげ

た履きの女児たちとは対照的です。

●問合せ：情報館　☎750-5100

　星空観察と天気は切っても切れない縁がありま

す。せっかく流れ星がたくさん流れても、天気が悪

ければ見ることができないからです。

　少し前までは、テレビや新聞で発表される気象庁

の天気予報が全てでした。しかし、天気はとても局

地的な現象であるため、雨は降らない予報だったの

に降られたなどの経験をしたことは誰でもあると思

います。現在は、法律の改正で民間気象会社でも天

気予報ができるようになり、さらにインターネット

が普及したことで、市町村別ポイント予報などかな

り狭い範囲での天気予報が、私たちでも簡単に入手

できる時代になりました。

「GPV気象予報」（http://weather-gpv.info/）

　このサイトは、地図上のある地点が、晴れている

のか、雨や雪が降っているのか、その程度や量はど

れくらいかなどを視覚的にわかりやすく確認できま

す。詳細予報は33時間先、広域予報は192時間先ま

で予測できるので、前述のポイント予報よりも、よ

り詳しく読み取れます。天気は私たちの暮らしにも

密接に関わりがありますので、ぜひご覧ください。

とはいえ、あくまでも予報であり100％の的中率で

はありませんので、最後は自己判断です。

（
サ
イ
ト
イ
メ
ー
ジ
図
）

　４月になり新たに発足した平成23年度の

生徒会本部。早速、３月に発生した東日本大

震災・長野県北部地震の被災地に対する義援

金を集めることをメンバーで発案し、行動に

移しました。今回は４月12日から23日まで

の間で行われましたが、「継続が大事」とい

うことから、募金活動は２学期、３学期にも

行う予定です。今後も、全生徒のお手本にな

るような活動、地域で評判になるような取り

組みをしたいと意欲に満ちています。

板
場
美
奈
生
徒
会
長
・
富
井
洸
太
副
会
長
・
井

口
直
子
副
会
長

─
─

�
中
越
大
震
災
の
と
き
に

助
け
て
も
ら
っ
た
恩
返
し
が
し
た
い
�。
そ
の

た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と

思
い
、
春
休
み
に
集
ま
り
、
募
金
活
動
を
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
実
際
に
募
金
活
動
を
し

て
み
て
、
大
勢
の
生
徒
が
募
金
を
し
て
く
れ
た

こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
募
金
の
ほ
か
に
、節
電
を
呼
び
か
け
た
り
と
、

で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

矢
野
伸
治
先
生

─
─

今
回
は
生
徒
か
ら
の
考
え

や
思
い
が
先
生
を
動
か
し
、
学
校
を
動
か
す
活

動
と
な
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
被
災
し
た
人
の
こ

と
を
思
う
気
持
ち
に
感
心
し
、
中
学
生
に
こ
れ

だ
け
の
企
画
力
と
行
動
力
が
あ
る
こ
と
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
今
回
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。



観光交流課　☎757-3100

と か まお ち 光観 む混 報情ットド
.com

小
中
一
貫
教
育

16市報とおかまち　平成23年4月25日号市報とおかまち　平成23年4月25日号17

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

﹁
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い
じ
ん
が
�
﹂
み
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け
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た
。
今
年
１
月
に
小
・
中
学
校
教
職
員

に
対
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

も
、
今
後
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
モ
デ
ル
中
学
校
区
を
指

定
し
て
の
新
た
な
取
組
が
始
ま
り
ま
し

た
。
市
で
も
学
校
教
育
課
に
小
中
一
貫

教
育
推
進
係
を
設
置
し
ま
し
た
。
毎
月

市
報
25
日
号
に
小
中
一
貫
教
育
の
取
組

な
ど
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
も
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

に
向
け
い
っ
そ
う
理
解
し
て
も
ら
い
、

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
小
中
一
貫
教
育
と
は
、
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
「
学
び
」
と
「
育
ち
」
の
実

現
を
目
指
し
て
、
小
学
校
６
年
間
と
中

学
校
３
年
間
の
義
務
教
育
９
年
間
を
見

通
し
た
計
画
性
や
継
続
性
を
生
か
す
新

し
い
教
育
の
形
態
で
す
。

　
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
校
に
か
け

て
学
力
に
伸
び
悩
み
が
あ
る
こ
と
や
、

小
学
校
６
年
生
か
ら
中
学
校
１
年
生
に

な
っ
た
段
階
で
不
登
校
に
な
る
生
徒
が

多
く
い
る
と
い
っ
た
教
育
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
小
・
中
学
校
が
今
ま

で
以
上
に
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
昨
年
の
講
演
会
後
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
約
１
５
０
人
の
保
護
者

や
市
民
の
約
94
％
か
ら
「
小
中
一
貫
教

育
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
」
と
い
う
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
小
学
校

か
ら
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
」

「
小
・
中
学
校
教
職
員
の
連
携
、
協
力
」

「
学
力
の
向
上
」「
い
じ
め
・
不
登
校
の

解
消
」
の
た
め
に
小
中
一
貫
教
育
に
期

待
し
て
い
る
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し

小
中
一
貫
教
育
モ
デ
ル
事
業
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
長
　
蔵
品
　
泰
治

■
問
合
せ
　
学
校
教
育
課
　
☎
７
５
７
―
３
３
３
６

その１

�
春
の
妖
精
カ
タ
ク
リ
�

　
十
日
町
市
で
は
、
雪
が
消
え
る
と
明

る
い
落
葉
樹
林
に
カ
タ
ク
リ
が
咲
き
誇

る
情
景
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
昔
か
ら
山
菜
や
片
栗
粉
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
身
近
な
植
物
の
カ
タ
ク

リ
で
す
が
、
実
は
と
て
も
お
も
し
ろ
い

生
活
を
し
て
い
る
植
物
で
す
。

　
カ
タ
ク
リ
は
、
落
葉
樹
が
ま
だ
葉
を

開
か
な
い
林
床
が
明
る
い
う
ち
に
葉
を

広
げ
て
花
を
つ
け
ま
す
。
そ
し
て
、
林

床
が
暗
く
な
る
初
夏
に
は
枯
れ
て
林
床

か
ら
は
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
間
わ
ず
か
2
か
月
足
ら
ず
。
カ
タ
ク

リ
の
よ
う
に
春
の
一
瞬
だ
け
現
れ
る
植

物
は
、春
の
妖
精
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
カ
タ
ク
リ
は
短
命
な
植
物
な

の
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
寿
命

は
20
年
以
上
に
も
な
る
と
て
も
長
生
き

す
る
植
物
で
す
。
地
上
部
は
枯
れ
て
し

ま
っ
て
も
、
土
の
中
に
春
先
の
光
合
成

で
得
た
栄
養
を
蓄
え
、
肥
大
し
た
地
下

茎
が
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
春
先
し
か

光
合
成
が
で
き
な
い
カ
タ
ク
リ
は
花
を

つ
け
る
ま
で
な
ん
と
7
年
か
ら
8
年
も

か
か
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
カ
タ
ク
リ
の
花
は
寒
い
日
は

閉
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
温
か
く
な

る
と
下
向
き
に
つ
い
た
花
弁
を
上
に
向

け
て
花
を
開
き
ま
す
。
そ
の
温
度
は
17

度
く
ら
い
で
、
ち
ょ
う
ど
虫
た
ち
が
活

発
に
活
動
す
る
温
度
と
同
じ
で
す
。

チ
ョ
ウ
や
ハ
チ
は
、
花
弁
が
上
が
る
こ

と
で
む
き
出
し
に
な
っ
た
お
し
べ
や
め

し
べ
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
蜜
を
吸
う
の

で
、
カ
タ
ク
リ
の
花
粉
が
体
に
つ
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
花
粉
を
虫
に
運
ん
で
も

ら
う
カ
タ
ク
リ
に
と
っ
て
効
率
的
に
受

粉
す
る
仕
組
み
と
い
え
ま
す
。
美
し
い

カ
タ
ク
リ
の
花
に
秘
め
ら
れ
た
巧
み
さ

を
ぜ
ひ
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　
キ
ョ
ロ
ロ
　

　
　
　
　
　
☎
５
９
５

｜

８
３
１
１

カタクリ

雪下人参ジュースライス ◆作り方
①洗った米に水、ジュース、酒、塩を加え炊く。

②玉ねぎ、人参、鶏もも肉、むきえびは１㎝に角切

りする。

③いんげんは青茹でし、ころころ切り（または斜め

切り）にする。

④フライパンに②の材料をバターで炒め、塩・こしょ

うで味付けする。

⑤炊きあがった①に

④ を 混 ぜ 合 わ せ

る。

⑥器に盛り付け、③

を散らす。

◆材　料　（２人分）

・魚沼産コシヒカリ…１合

・水…100㏄

・雪下人参ジュース…100㏄

・酒…大さじ1/2　・塩…小さじ1/2

・玉ねぎ…70ｇ　・人参…25ｇ

・鶏もも肉…50ｇ　・むきえび…30ｇ

・バター大さじ…1/2

・いんげんまたはグリーンピース…適量

・塩・こしょう…少々

　平成22年度に「食による地域活性化」の可能性

を探るため、「にいがた十日町市食の協議会」を十

日町市・㈳十日町市観光協会・㈱ＪＴＢ首都圏・㈱

ＪＴＢコミュニケーションズで組織し、事業を進め

てきましたが、東日本大震災及び長野県北部地震に

より当事業を中止しました。

　３県７市町村からなる雪国観光圏では、エリア内の博物館、美術館、立ち寄り温泉などの約

40施設を自由に回ることのできる、お得な「雪国観光圏テガタ」を販売します。

■参加施設

【市　内】おとぎの国美術館、ミティラー美術

館、光の館、清津峡トンネル、まつだい「農

舞台」、「森の学校」キョロロ、ひなの宿千

歳、山の森のホテルふくずみ、ほか市内第

３セクター温泉施設、博物館など

【湯　沢】雪国館ほか

【南魚沼】池田記念美術館ほか

【魚　沼】目黒邸ほか

【津　南】竜神の館ほか

【群馬県みなかみ】自然花苑ほか

※施設は変更となる場合があります

※詳細は、雪国観光圏ホームページ（http://

snow-country.jp/）をご覧ください

■期間：５月13日㈮〜 12月末

■料金：１日券1,200円／２日券2,000円

■販売

㈳十日町市観光協会、十日町駅西口観光案

内所、まつだい駅観光案内所、松之山温泉

里山ビジターセンターなど

■問合せ

　雪国観光圏事務局（湯沢町産業観光課内　

　☎025-785-5222）

雪国観光圏テガタ

●問合せ　産業観光企画課　☎757-3691

新

●問合せ　産業観光企画課　☎757-3691

新新
を食べようを食べよう

　本協議会の活動の成果の一部をいくつか紹介していきます。レシピは市観光協会ホームページに

も掲載しています。

米を使ったレシピ集①



TOWN TOPICSまちの話
題　このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。

情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）
へ気軽にお寄せください。市民リポーターも募集しています。

TOWN TOPIKS

TOWN TOPICSまちの話
題　このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。

情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）
へ気軽にお寄せください。市民リポーターも募集しています。

TOWN TOPIKS

18市報とおかまち　平成23年4月25日号市報とおかまち　平成23年4月25日号19

　十数年に渡り、週２回世界のカントリー・フォークダンスを踊る
サークル「赤いくつ」。４月13日㈬、新潟から講師を招き若さと美
貌、健康のために約20人が中央公民館で汗を流しました。参加し
た皆さんは、講師の足の動きを見逃さないように、言葉を聞きもら
さないように集中。一糸乱れぬ女性の躍動を披露しました。参加者
の１人、根津明子さん（69歳・田川町２）は、「踊りで世界の民謡
を楽しめるのがよいですね」と話します。家事に仕事に忙しい中年
女性が大切な時間を使って集合。このパワーが会場いっぱいにあふ
れ、さすがトンデル女。全員のウエストが引き締まっているのを見
てうれしく思いました。（市民リポーター：髙橋都さん）

カントリー・フォークダンス

　４月11日㈪、今年１月に開園した上野保育園の隣
に子育て支援センター「えくぼ」がオープンしました。
えくぼは、板張りで木の香り漂う、明るい環境で、「親
子ふれあい提供の場」「親同士の交流の場」「子育ての
相談の場」 「情報発信の場」を目指して開設されまし
た。開園式では職員が、「地域の皆さんから笑顔で来
てほしい」と挨拶しました。えくぼでは、親子の触れ
合い遊びも毎月計画されています。親子で来場した上
村あゆみさん（上野）は、「家の近くに立派な施設が
できました。これからは親子で利用させてもらいます。
子どもといっしょに遊びながら、親同士の話し合いの
場を楽しみにしています」と話していました。（市民
リポーター：金子又市さん）

「えくぼ」がオープンしました

　４月８日㈮、あんしんケアセンター「ハーモニー」と、
グループホーム「榎の家」の合同開所式が、NPO法人あ
んしんの主催で、にぎやかに行われました。ケアセンター

「ハーモニー」は、もともとは、北越デイサービスがある
建物の１階を改装し、十日町では唯一となる、寝たまま風
呂に入れる浴槽を導入して、障がい者のためのデイケア施
設に生まれ変わりました。自立支援法に該当する18歳以
上の人を対象に、現在９人の登録があります。保護者代表
の福原容子さんは、「これまで、ふれあいの丘分校を卒業
した子どもたちの居場所がなかったこと。また家庭では、
体の大きくなった障がいのある子どもたちを、入浴させる
ことは至難の業だったこと。しかたなく高齢者のためのデ
イサービスの施設を借りて、なんとか入浴させていました
が、障がい者のデイサービスがやっと実現し、ほんとうに
良かった」と話します。「榎の家」に入所した４人の皆さ
んも、立ち上がってあいさつし、元気いっぱいの開所式と
なりました。次の目標は、障がい者のショートステイの実
現とのことです。（市民リポーター：門脇洋子さん）

入浴もあんしん！

　３月18日㈮～３月27日㈰にかけて沖縄で行われた第３回沖縄
国際映画祭。地域発信型映画部門の中で、十日町市作品の「雪の
中のしろうさぎ」が上映されました。舞台挨拶では、主演を務め
たお笑い芸人でフットボールアワーの岩尾望さんが「雪国での撮
影はとても大変でしたが、地域の皆さんに本当に良くしてもらい
無事に撮影する事が出来ました」とコメント。今後、十日町市で
も上映する予定です。

第3回 沖縄国際映画祭 Yell, Laugh&Peace 閉幕

　「地域の中を知り尽くせる人」「ふるさとを伝える人」「生
きた知識と知恵を持つ人」を育てることを目標に開催さ
れている公民館高齢者向け事業の明石学級。４月11日㈪、
市民会館で平成23年度の開級式が行われました。式では
館長のあいさつの後、手芸やパソコンなど各コースの講師
の紹介と挨拶がありました。参加者で最年長の直井せよさ
ん（96歳）は、「老人講座開設以来俳句コースに入って37
年になります。季節ごとの思いを俳句にするのが生きがい
で、これが楽しみで長生きしてらんです」と話し、今年初
めてパソコン入門コースに入った大熊哲英さん（60歳）は、

「パソコンは初めてですが、使い方を習って調べものに使
いたい」と張り切っていました。（市民リポーター：風間
栄光さん）

楽習の場　明石学級

　

４
月
10
日
㈰
、
中
心
市
街
地
商
店
街
を
中
心
に

4
会
場
で
「
第
５
回
と
お
か
市
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
町
分
庁
舎
で
は
、
ワ
ク
ワ
ク
体
験
教
室
が

行
わ
れ
、
ゴ
ム
版
づ
く
り
や
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
づ
く
り
な
ど
に
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て

い
ま
し
た
。ゴ
ム
版
づ
く
り
に
参
加
し
た
夫
婦
は
、

「
ぜ
ひ
、
先
生
か
ら
習
い
た
い
の
で
参
加
し
ま
し

た
」
と
熱
心
に
図
案
に
絵
を
写
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
づ
く
り
の
先
生
は
、「
も
っ
と
花
が
映

え
る
よ
う
に
」
と
優
し
く
教
え
て
い
ま
し
た
。
次

回
の
と
お
か
市
に
は
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
い
、

も
っ
と
会
話
の
あ
ふ
れ
た
に
ぎ
や
か
な
と
お
か
市

に
な
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。（
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
：

根
津
明
義
さ
ん
）

第
５
回
　
と
お
か
市

　

4
月
11
日
㈪
、
南
中
学
校
生
徒
会
の

役
員
5
人
が
市
役
所
を
訪
問
し
、
市
長

に
募
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
生
徒
会
で

は
、
長
野
県
北
部
地
震
、
東
日
本
大
震

災
を
受
け
、
自
分
た
ち
で
も
何
か
で
き

な
い
か
模
索
。
校
内
で
の
節
電
と
募
金

を
生
徒
た
ち
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
募
金
は
５
８
、１
７
６
円
。
こ

の
日
市
長
室
を
訪
れ
た
生
徒
会
長
の
児

玉
怜
美
さ
ん
は
、「
被
災
者
の
皆
さ
ん

に
届
け
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
募

金
は
長
野
県
北
部
地
震
と
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
へ
の
義
援
金
に
分
け
て
送

ら
れ
ま
す
。

南
中
学
校
生
が
募
金
活
動

　

４
月
８
日
㈮
、
十
日
町
商
工
会

議
所
で
、
新
入
社
員
の
即
戦
力
化

を
目
指
し
た
「
新
入
社
員
実
務
基

礎
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
十
日
町
地
域
で
本
年
度
新
規

採
用
さ
れ
た
79
人
が
参
加
し
、
社

会
人
と
し
て
の
基
礎
知
識
や
仕
事

の
進
め
方
、
お
客
様
へ
の
応
対
や

電
話
応
対
、
名
刺
交
換
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
実
習
を

交
え
研
修
。
会
社
の
即
戦
力
と
し

て
社
会
人
の
心
構
え
を
学
び
ま
し

た
。

　
即
戦
力
を
目
指
し
て
！
　
心
新
た
に



事業所情報紙
と・お・か・ま・ち

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139

※はたログ掲載事業所を募集しています。詳しくは産業振興課まで

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です
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代 表 者：代表取締役　鈴木　直人
所 在 地：十日町市木落185
連 絡 先：☎768-3411
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.yamatoshinkan.co.jp/
従業員数：64人
事業内容：銅・銅合金製のパイプ加工
採用計画：未定
理念/方針：我々は大いなる和の精

神に生き、互いに助け
合い、人格と技術の向
上に努め、社会に貢献
し共に豊かになろう

代 表 者：代表取締役　葉葺　勝治
所 在 地：十日町市四日町1735-1
連 絡 先：☎752-2736
従業員数：48人
事業内容：友禅染め、修整、メンテナンス
採用計画：未定
理念/方針：「良いものづくり」を
　　　　　通して、伝統の地場
　　　　　産業を守り継承して
　　　　　いくこと

本社は埼玉県で、新潟工場の操業開始は昭和49年。約24,000㎡の広大な

敷地に２棟の工場を構え、銅や銅合金を材料とした素管を、抽伸加工（絞っ

て伸ばす）技術により丸型や異形状のパイプ管を生産しています。また、板

状の材料に高周波電流を流し筒状に溶接する電
でん

縫
ぽう

管
かん

を製造していますが、原

料に銅を使用しているのは、日本で大和伸管所のみです。銅は、電気を通し

やすいため熱がたまりにくく、溶接が困難な特性があり、特殊技術を要しま

す。自社技術による精密微細、肉厚均一の特性を生かし、小型化、軽量化な

どニーズに合わせた製品づくりを行っています。主に自動車用部品に利用さ

れ、シャーペンなどの文具用部品や楽器などにも幅広く利用されています。

平成15年にはISO9001を取得。より確かな品質管理システムを構築し、

改善活動を進めることでお客様満足度の向上に取り組んでいます。今後も、

少量多品種生産で小回りの効く経営と、新分野での用途開発を進めながら、

オンリーワンの製品作りに努めます。

昭和38年の創業当時は、着物の糸を繋ぎ合せる「縒
よ

りこみ」仕事やシミ

抜き業をしていました。市内のきもの問屋が友禅を取り扱い始めた昭和42年

頃、京都の山本調整所から当時では破格の金額で講師を招き、修整（地直し）

技術を習得。昭和57年には旧織物工場を購入して、着物の染め加工部門を立

ち上げました。また、平成元年に着物販売メーカー㈱しょうずいを立ち上げ、

関東、関西方面と取引しています。年々、京都の着物業界では友禅職人が減

少の一途をたどり、厳しい状況にある中、その受け皿としてはぶきへの委託

加工の受注が増加しています。生産工程が各社で分業化されている京都方式

と異なり着物を自社で一貫生産する十日町方式の強みがここにあります。最

近では、着物の用途を衝
ついたて

立などに利用するなど新たな付加価値を加えた商品

づくりにも力を入れています。これからも手描き友禅や型友禅など伝統の技

を大切にし、また若手社員を計画的に採用・育成することで、十日町の着物

技術の伝承や本物の美しさを追求し、着物産業の活路を切り開きます。

～友禅染めや、着物の修整、メンテナンスを手掛けています。着物を加工した衝
立の製作も行い、新たな技法で着物の美を伝えています。本物の染め技術の追
求、若手社員への技術継承を大切に、十日町ブランドを未来に受け継ぎます～

～自動車部品用などの銅・銅合金製のパイプ加工を行っています。高周波電流
を利用した特殊技術による電縫管製造を得意としています。高精度で高品質
な製品とオンリーワンの技術力で、新たな用途開発や販路拡大に努めます～

株式会社　はぶき 株式会社　大和伸管所新潟工場

株式会社 はぶき

株式会社
大和伸管所新潟工場
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山
菜
を
味
わ
っ
て
東
京
十
日
町

第
９
回
山
菜
と
田
舎

ご
っ
つ
ぉ
を
味
わ
う
会

星
と
森
の
詩
美
術
館

「
樹
」
星
襄
一
木
版
画
展

第
11
回
ギ
タ
ー
・
フ
ル
ー
ト

＋
α
お
さ
ら
い
会

十
日
町
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
終
了
後
は
メ
ー
ン
会
場
で
花
の

苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
●

日
時
＝
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）

午
前
９
時
〜
11
時
●
集
合
場
所
＝

妻
有
大
橋
付
近
河
川
敷
（
メ
ー
ン

会
場
）
●
実
施
場
所
＝
信
濃
川
河

川
敷
、
信
濃
川
運
動
公
園
、
国
道

ほ
か
●
問
合
せ
＝
環
境
衛
生
課
環

境
企
画
係
（
☎
７
５
２
―
３
９
２

４
）

　
温
泉
や
お
し
ゃ
べ
り
で
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。
介
護
の

ヒ
ン
ト
も
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
５
月
９
日
㈪
午
前

11
時
〜
午
後
２
時
●
会
場
＝
千
手

温
泉
千
年
の
湯
●
参
加
費
＝
無
料

㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

新
潟
県
支
部
妻
有
地
区

介
護
者
の
交
流
会

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
頑
張
れ
日
本

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　
木
版
画
家
・
星
襄
一
さ
ん
の
晩

年
の
代
表
的
な
作
品
38
点
を
展
示

中
で
す
。「
日
本
刀
　
人
間
国
宝

天あ
ま

田た

昭あ
き

次つ
ぐ

が
鍛
え
る
鉄
く
ろ
が
ねの

美
」
も

同
時
開
催
。
●
会
期
＝
６
月
５
日

㈰
ま
で
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）
●

休
館
日
＝
毎
週
火
曜
日
・
５
月
６

日
㈮
※
５
月
３
日（
憲
法
記
念
日
）

は
開
館
●
入
館
料
＝
一
般
５
０
０

　
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
銀
の

笛
ピ
ロ
ロ
（
フ
ル
ー
ト
）
＋
α
（
ピ

ア
ノ
ほ
か
）
の
演
奏
会
で
す
。
●

日
時
＝
５
月
８
日
㈰
午
後
２
時
〜

●
会
場
＝
市
民
会
館
●
入
場
料
＝

　
地
元
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
有
志

に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。（
会
場
に
義
援
金
募
金
箱

を
設
置
し
ま
す
）
●
日
時
＝
５
月

１
日
㈰
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分
（
開
場
６
時
）
●
会
場
＝
市
民

会
館
●
入
場
料
＝
５
０
０
円
※
入

場
料
全
額
を
義
援
金
に
充
て
ま
す

●
出
演
＝
フ
ァ
イ
ブ
コ
メ
ッ
ツ
、

パ
ピ
エ
ほ
か
●
問
合
せ
＝
中
央
公

民
館
（
☎
７
５
７
―
５
０
１
１
）

　
傷
病
者
の
救
命
率
を
上
げ
る
た

め
、
発
見
・
通
報
し
て
か
ら
救
急

隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
で
き

る
応
急
手
当
を
学
び
ま
す
。
実
技

が
中
心
で
す
の
で
、
動
き
や
す
い

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
●

日
時
＝
５
月
９
日
㈪
〜
平
成
24
年

３
月
９
日
㈮
毎
月
９
日
、
平
日

：

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分
、
土

日
曜
日
・
祝
日

：

午
前
９
時
〜
正

午
●
会
場
＝
十
日
町
地
域
消
防
本

部
●
対
象
＝
中
学
生
以
上
の
市
内

在
住
・
在
勤
者
●
参
加
費
＝
１
０

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
消
防
本
部

警
防
課
救
急
係
（
☎
７
５
７
―
１

５
５
８
）

普
通
救
命
講
習
会

と
っ
さ
の
手
当
が
命
を
救
う

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
救
急

法
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。
●
日

時
＝
５
月
22
㈰
午
後
１
時
〜
５
時

●
会
場
＝
本
町
分
庁
舎
●
受
講
料

＝
１
、
５
０
０
円
●
定
員
＝
先
着

30
人
（
受
講
者
が
３
人
以
下
の
場

合
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
５
月

16
日
㈪
ま
で
に
赤
十
字
安
全
奉
仕

団
十
日
町
分
団
事
務
局
（
社
会
福

祉
協
議
会
内
☎
７
５
０
―
５
０
１

０
）

会
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
す
。
●

日
時
＝
５
月
14
日
㈯
正
午
〜
午
後

２
時
30
分
（
受
付
午
前
11
時
30
分

〜
）
●
会
場
＝
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町

●
参
加
費
＝
５
、
０
０
０
円
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
５
月
2
日
㈪
ま

で
に
観
光
交
流
課
（
☎
７
５
７
―

３
１
０
０
）

無
料
※
会
場
に
震
災
復
興
支
援
チ

ャ
リ
テ
ィ
募
金
箱
を
設
置
●
曲
目

＝
「
夜
空
ノ
ム
コ
ウ
」「
上
を
向

い
て
歩
こ
う
」
ほ
か
●
問
合
せ
＝

大
渕
（
☎
０
９
０
―
４
０
５
３
―

４
４
５
５
）

※
入
館
料
、
昼
食
代
は
各
自
負
担

（
昼
食
は
売
店
で
購
入
し
て
く
だ

さ
い
）
●
問
合
せ
＝
平
野
（
☎
７

６
８
―
２
９
０
８
）

 

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ　

５
月
の
里
山
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

●入館料：大人500円、小・中・高生300円
　（市内小・中学生は無料）
●参加費：大人500円、小・中・高生300円
●集合場所・問合せ：キョロロ  ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

日　時・テーマ
１日㈰・３日㈷〜５日㈷・８日㈰・22日㈰
　午後１時〜２時30分：里山の生き物探険
２日㈪・６日㈮・15日㈰
　午後１時〜２時30分：里山のめぐみ探険〈山菜〉
７日㈯　
　午後１時〜３時：トンボ調査（無料）
14日㈯
　午後１時〜３時：ブナ林調査（無料）
21日㈯
　午後１時30分〜５時：花ごよみ調査（無料）
28日㈯
　午前４時30分〜７時30分：探鳥会（無料）
　午後７時〜９時：野鳥集会（無料）
　　　　　　　　　会場：松之山温泉鷹の湯
29日㈰
　午前４時30分〜７時30分：第55回松之山探鳥会（無料）
　午後１時〜２時30分：キョロロ米田植え



お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です
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物　　　件 間 取 り 家賃（月） 戸数

十
日
町

谷内丑住宅
（世帯用）

昭和59 〜 60年度建築
鉄筋コンクリート

３階建

６帖２室、
4.5帖１室、DK

16,800円　
〜 25,300円

３戸

西本町住宅
（単身用）

平成18年度建築
鉄骨造２階建

６帖２室、DK
16,400円　
〜 24,400円

１戸

川
西

みのり団地
（世帯用）

平成10年度建築
木造高床３階建

８帖１室、
６帖１室、DK

20,800円　
〜 31,000円

１戸

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

ア
カ
ペ
ラ
メ
ン
バ
ー
募
集

情報館　５月のテーマ図書

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

※テーマは一部変更したり追加したりする場合
　があります
■問合せ　情報館　☎750-5100

【
全
国
健
康
づ
く
り
見
聞
巡
遊
】

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
●
期
日
＝
５
月
30
日
㈪
・

31
日
㈫
（
１
泊
２
日
）
●
対
象
＝

成
人
●
行
き
先
＝
河
口
湖
・
富
士

山
５
合
目
●
参
加
費
＝
２
７
、
５

０
０
円
（
宿
泊
代
、
食
事
代
、
交

通
費
含
む
）
●
定
員
＝
22
人

【
Ｇ
Ｗ
期
間
の
一
般
開
放
日
の
お

知
ら
せ
】●
日
時
＝
５
月
３
日（
憲

法
記
念
日
）
〜
５
日
（
こ
ど
も
の

日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
※
５

日
は
施
設
無
料
開
放
日
●
申
込

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
・
体
験
教
室

十
日
町
市
身
体
障
が
い
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
作
品
展

　
初
心
者
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

●
対
象
＝
20
〜
35
歳
く
ら
い
で
楽

譜
が
読
め
る
人
（
男
女
不
問
）
●

パ
ー
ト
・
人
数
＝
リ
ー
ド
ボ
ー
カ

ル
、
第
１
コ
ー
ラ
ス
、
第
２
コ
ー

ラ
ス
、
第
３
コ
ー
ラ
ス
、
ベ
ー
ス

も
し
く
は
ボ
イ
ス
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
５
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

市
川
（
☎
０
９
０
―
４
７
２
２
―

１
９
４
７
※
午
後
８
時
〜
10
時
）

　
施
設
利
用
者
の
創
作
活
動
の
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。
●
会
期
＝

●
募
集
期
間
＝
４
月
27
日
㈬
〜
５

月
13
日
㈮
※
入
居
資
格
な
ど
申
込

円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円
※
団

体
な
ど
割
引
あ
り
●
会
場
・
問
合

せ
＝
星
と
森
の
詩
美
術
館
（
☎
７

５
２
―
７
２
０
２
）

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

５
月
の
着
付
け
教
室

　
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
合
っ
た
帯

結
び
が
学
べ
ま
す
。
●
日
時
＝
５

月
の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
※
５
月
26
日
は
休
み

●
受
講
料
＝
１
回
５
０
０
円
※
き

も
の
一
式
持
参（
有
料
貸
出
あ
り
）

●
定
員
＝
10
人
（
当
日
受
付
可
）

●
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ

ナ
ー
レ（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）

５
月
11
日
㈬
〜
24
日
㈫
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
情
報
館

●
問
合
せ
＝
市
身
体
障
が
い
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
７
―

９
４
３
８
）

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
体
力
づ
く

り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―

３
３
４
３
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験

準
備
講
習
会
（
乙
種
第
四
類
）

●
期
日
＝
６
月
１
日
㈬
・
２
日
㈭

●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
申
込
み
期

間
＝
５
月
２
日
㈪
〜
５
月
18
日
㈬

●
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
消
防
本

部
予
防
課
（
☎
７
５
７
―
１
５
５

７
）
ま
た
は
各
分
署
（
西
・
南
・

し
ぶ
み
）

み
条
件
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
（
☎
７

５
７
―
９
９
３
５
）

　
５
月
は
、十
日
町
駅
地
下
道「
市

民
の
い
こ
い
の
広
場
」
に
松
之
山

中
学
校
区
の
児
童
・
生
徒
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
●
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館

（
☎
７
５
７
―
５
０
１
１
）

十
日
町
駅
地
下
道
に

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
贈
呈
し
ま
す

　
第
二
次
世
界
大
戦
で
外
地
な

ど
（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地

の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛

生
勤
務
に
従
事
し
た
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍

従
軍
看
護
婦
の
人
（
慰
労
給
付
金

受
給
者
を
除
く
）
へ
、
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。
本
人
や
家
族
の
皆
さ
ん
か
ら

の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

青
い
鳥
郵
便
葉
書

無
償
配
布
の
お
知
ら
せ

　
対
象
者
１
人
に
つ
き
、
通
常
郵

便
は
が
き
20
枚
を
配
布
し
ま
す
。

代
理
の
人
や
郵
送
で
の
申
込
み
も

受
け
付
け
ま
す
。
●
期
間
＝
５
月

31
日
㈫
ま
で
●
対
象
＝
重
度
の
身

体
障
が
い
者
（
１
・
２
級
）
ま
た

は
重
度
の
知
的
障
が
い
者
（
Ａ
）

で
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
※
手

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
郵
便
局
（
☎

７
５
２
―
２
３
０
０
）
ま
た
は
最

寄
り
の
郵
便
局

　
22
年
度
の
情
報
公
開
及
び
個
人

情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
部
分

公
開
は
個
人
に
関
す
る
情
報
な
ど

を
公
開
し
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

決
定
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
●
問
合
せ

＝
総
務
課
行
政
管
理
係
（
☎
７
５

情
報
公
開
及
び
個
人
情
報

保
護
制
度
の
実
施
状
況

第
７
回
市
長
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

訪
問
介
護
員
養
成
研
修

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

　
４
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
１

期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第

１
期
及
び
介
護
保
険
料
第
１
期
の

納
付
月
で
す
。
期
限（
５
月
２
日
）

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ

＝
税
務
課
・
市
民
生
活
課
・
福
祉

課
４
月
の
納
税
・
納
付

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
・

４
日
㈬

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
６
日
㈮
・
９
日
㈪
・

16
日
㈪
・
23
日
㈪
・
30
日
㈪

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
日
時
＝
５
月
15
日
㈰
午
前
８
時

30
分
〜
●
会
場
＝
市
総
合
体
育
館

●
種
目
＝
女
性
の
部
、
男
女
混
合

の
部
●
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤

者
で
４
月
１
日
現
在
で
満
18
歳
以

上
の
人
●
参
加
費
＝
１
チ
ー
ム

●
市
総
合
体
育
館
＝
17
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
11
日
㈬
・

25
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜

日●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
10
日
㈫
・
17
日
㈫
・

24
日
㈫
・
31
日
㈫

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
10
日
㈫
・

17
日
㈫
・
24
日
㈫
・
31
日
㈫

●
請
求
期
限
＝
25
年
３
月
31
日
●

問
合
せ
＝
総
務
省
大
臣
官
房
総
務

課
管
理
室
業
務
担
当
（
☎
03
―
５

２
５
３
―
５
１
８
２
）【
請
求
す

る
た
め
の
書
類
】
請
求
者
用
の
書

類
は
福
祉
課
援
護
係
に
あ
り
ま

す
。（
☎
７
５
７
―
９
７
３
９
）

２
、
５
０
０
円
●
申
込
み
＝
５
月

５
日
（
こ
ど
も
の
日
）
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
市
総
合
体
育
館

●
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
７
５
６
―
５
０
１
３
）

　
　
松
涛
会
で
は
、
訪
問
介
護
員

養
成
研
修
（
２
級
課
程
）
を
実
施

し
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
研
修
期
間
＝
５
月
21
日
㈯
〜
11

月
19
日
㈯
の
毎
週
土
曜
日
●
受
講

料
＝
４
０
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）
●
定
員
＝
先
着
20
人

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
５
月
10
日

㈫
ま
で
申
込
書
（
問
合
せ
先
に
配

置
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送
〒
９
４

２
―
１
３
４
２
十
日
町
市
浦
田
２

９
５
５
―
１
介
護
老
人
保
健
施
設

希
望
の
里
松
涛
園
（
☎
５
９
６
―

３
０
１
５
）

（福） むし歯のないよい歯の子
３月の３歳児健診を受けた子28人
よい歯の子 住　所 保護者

瀧 澤 の あ （本町６- ３） 竜

太 刀 川 温
はる

人
と

（十日町栄町） 真

髙 橋 那
な

奈
な

依
い

（高田町１） 郁夫

佐 藤 　 來
らい

（上川町） 直樹

星 名 き ら り （田川町３） 直人

西 尾 悠
ゆ

衣
い

（本町７- ２） 太介

瀧 沢 美
み

千
ち

佳
か

（四日町中原） 正人

樋 熊 和
かず

希
き

（下町） 桂子

大 津 楓
ふう

和
わ

（山本町１） 吉史

高 野 杏
あ

月
つき

（山本町４） 貴光

庵 原 虎
こ

男
なん

（稲葉） 崇

丸 山 　 煌
こう

（水沢１） 勲

金 澤 崇
しゅう

眞
ま

（水沢１） 賢徳

福 崎 聖
せ

空
ら

（馬場３） 直樹

井 ノ 川 真
ま

彩
あや

（馬場４） 誠

宮 澤 　 新
あらた

（新宮２） 純一

押 木 　 紫
ゆかり

（大黒沢３） 浩

大 津 朱
あか

里
り

（美咲町） 一洋

関 口 大
だい

咲
さく

（上野） 昌生

村 山 楓
ふう

香
か

（田沢本村） 敦

鈴 木 　 仁
じん

（松代） 直哉

福 原 諒
りょう

太
た

（湯山） 政美

※保護者の承諾を得て掲載しています

「旅へ！」（南極点到達100周年にちなみ『南

極で宇宙をみつけた！』『リヤカーマンア

ンデスを越える』など冒険と旅行の本）

「新緑」（『今森光彦ネイチャーフォト・ギャ

ラリー』『山野草 春』など植物に関する本）

「できたできた」（『ポポくんのかぼちゃカ

レー』『りさちゃんのフェルトバッグ』な

どものづくりを楽しむ本）

「宮川ひろを読む」（『うそつきにかんぱ

い！』で知られる宮川ひろさんの作品を紹

介。※４月21日から展示しています）

５
月
の
休
館
日

７
―
９
９
１
３
）

実施機関

情報公開 個人情報の開示

請求
件数

決定状況

請求
件数

決定状況

公開
部分
公開

非
公開

開示
非

開示
うち

不保有

総 務 課 １ １ ― ― ― ― ― ―

財 政 課 １ ― １ ― ― ― ― ―

税 務 課 １ ― １ ― ― ― ― ―

市 民 生 活 課 ５ ５ ― ― ― ― ― ―

産 業 振 興 課 ２ １ １ ― ― ― ― ―

都 市 計 画 課 ５ ２ ― ３ ３ ― ― ―

上 下 水 道 局 ３ ３ ― ― ― ― ― ―

学 校 教 育 課 ４ １ ３ ― ― ― ― ―

スポーツ振興課 １ １ ― ― ― ― ― ―

合　計 23 14 ６ ３ ３ ０ ０ ０



十日町本庁（代表）
☎757-3111

川西支所（市民課直通）
☎768-4956

中里支所（市民課直通）
☎763-3121

松代支所（市民課直通）
☎597-2221

松之山支所（市民課直通）
☎596-2169

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・乳幼児の健康相談の問合せ

●ちびっこひろば

2011年５月 May2011年５月 May
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▼
こ
の
た
び
の
長
野
県
北
部
地
震
並
び
に

東
日
本
大
震
災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
多
く

の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
本
号
で
お
願
い
し
た
と
お
り
、
市

内
の
観
光
・
宿
泊
施
設
や
飲
食
業
会
な
ど

風
評
被
害
か
ら
大
変
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
▼
新
年
度
が
始
ま
っ
て
一
か
月
あ

ま
り
。
本
来
で
あ
れ
ば
歓
送
迎
会
な
ど
で

飲
食
店
が
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
が
、
全
体
に
自
粛
ム
ー
ド
で
、

街
中
で
飲
む
人
た
ち
も
減
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
先
日
、
歓
送
迎
会
の
予
約

を
し
た
と
こ
ろ
、「
お
と
り
も
ち
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
ご
主
人
の

言
葉
に
実
感
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

ん
な
時
で
す
。
自
然
の
脅
威
に
は
無
力
な

私
た
ち
で
す
が
、
節
電
や
消
費
拡
大
な
ど

自
分
で
取
り
組
め
る

こ
と
か
ら
、
ま
ず
始

め
て
い
ま
す
。

▼
東
日
本
大
震
災
並
び
に
長
野
県
北
部
地

震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
当
地
域
で
も
地
滑
り
で
住
宅

が
倒
壊
す
る
な
ど
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
今
後
、
さ
ら
に
雪
消
後
雪
上
で
の
ひ

び
割
れ
か
ら
農
地
な
ど
へ
の
被
害
も
心
配

さ
れ
ま
す
。
▼
今
年
は
、
3
月
か
ら
4
月

上
旬
に
か
け
て
比
較
的
寒
い
日
が
続
き
、

雪
消
え
が
遅
れ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
で
、

着
実
に
春
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
美
人
林
で
は
、
こ
の
市
報
が
皆
様
の

お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
残
雪
に
映
え

る
新
緑
が
始
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
4
年

目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

(せ)

●日　時　毎週火曜日 午前10時〜11時 ※３日㈷を除く
●対　象　１歳〜就園前のお子さんとその保護者
●会　場　市民体育館
●問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●日　時　14日㈯　午前10時〜11時
●会　場　下条公民館
●対　象　乳幼児〜小学生
●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

 おはなしたまてばこ
●日　時　12日㈭　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児とその保護者
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 読み聞かせの会「どんぐり」
●日　時　21日㈯　午後２時〜３時
●対　象　幼児〜小学生
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしの会「ふきのとう」
●日　時　21日㈯　午前10時〜11時
●会　場　千手中央コミュニティセンター
●対　象　乳幼児〜小学３年生
●問合せ　保坂　☎090-7814-9462

 おはなしぴよぴよ
●日　時　７日㈯　午後２時〜２時30分
　　　　　14日㈯・28日㈯　午前10時30分〜11時
●対　象　乳幼児　※７日は小学生対象
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜
●日　時　７日㈯　午前10時30分〜11時30分
●対　象　どなたでも参加できます
●会　場・問合せ
　十日町おやこ劇場事務所・加賀書院 ☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

●心配ごと相談

　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
▽十日町本所　毎週木曜日※５日㈷を除く
▽中里支所　　20日㈮　 

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

 おはなしひろば
●日　時　14日㈯　午後７時〜
●会　場　ユーモール（プラネタリウム）
●対　象　園児〜小学生
●問合せ　中里公民館　☎763-2493

 いっしょにあそぼ
●日　時　毎週木曜日 午前10時〜11時 ※５日㈷を除く
●対　象　未就園児とその保護者
●会場・問合せ　水沢公民館　☎758-3101

　不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも無料で相談できます。

●日　時　25日㈬　午後２時〜４時

●会　場　松代庁舎

●医　師　有田医師（中条第二病院）

●申込み・問合せ　十日町地域振興局健康福祉部

　　　　　　　　　地域保健課　☎757-2402

●こころの健康相談

●期日・会場・受付時間

９日㈪　松代庁舎　　　午前10時〜11時45分

　　　　松之山庁舎　　午後１時30分〜３時30分

15日㈰　クロス10　　　午前９時30分〜11時30分

　　　　ケーズデンキ　午後１時30分〜３時30分

●問合せ　健康支援課母子保健係　☎757-9759

●全血献血

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

中条病院 北原 757-3018

小林内科医院 中町 752-7155

富田医院 発電所通り西 761-0200

本町クリニック 本町３ 750-1160

山口医院 袋町中 752-2174

津南病院 津南町 765-3161

大熊内科医院 山本町１ 752-7066

たかき医院 土市５ 758-2361

大坪医院 四日町新田２ 757-610029日㈰

15日㈰

３日㈷

22日㈰

１日㈰

４日㈷

５日㈷

８日㈰

●休日救急医 ●離乳食教室
事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月〜４か月児 13日㈮

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 27日㈮

会　　場　十日町保健センター（市役所隣）

受付時間　午前９時45分〜 10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

期　日 会場 受付時間

９日㈪・23日㈪ 十日町保健センター (市役所隣) 午前9時30分〜11時30分

10日㈫ 川西庁舎 午前9時〜11時

12日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

16日㈪ 松代庁舎 午前9時〜11時

20日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

23日㈪ 松之山庁舎 午前9時〜11時30分

27日㈮
中条公民館

午前9時30分〜11時30分
下条公民館

30日㈪ 中里庁舎 午前9時〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●健康相談 保健師による相談

●診療時間：午前８時30分〜午後５時
※昼休み時間が医療機関により異なりますので、午
　後の診療開始時間は問い合わせてください

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

25日㈬
午後１時
　〜１時30分

23年１月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

26日㈭
午前９時
　〜９時30分

22年７月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

18日㈬
午後１時
　〜１時30分

21年11月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

25日㈬
午前９時
　〜９時30分

20年11月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

19日㈭
午後１時
　〜１時30分

19年11月
生まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯
　面塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）、視聴
　覚アンケート（３歳６か月児のみ）、着替えや
　おむつなど必要なもの
◎健診は体調の良いときに受診してください。欠
　席や体調が心配な場合は、本庁または各支所へ
　連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
　す。届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆと
　りをもって来てください。

●乳幼児健診

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

期　日 会場 受付時間

10日㈫ 子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

11日㈬ 千手中央コミュニティセンター 午前９時30分〜正午

12日㈭
子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

子育て支援センター「にこにこ」 午前９時〜11時

24日㈫ 子育て支援センター「すくすく」 午前９時〜11時30分

(久)

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　
　ジョブカフェながおか（☎0258-38-6181）へ要予約
　６日㈮　午前10時〜午後３時 会場：本町分庁舎

●法律相談
　市民生活課市民年金係（☎757-3116）へ要予約
　毎週木曜日　午後１時30分〜４時
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室
●行政相談
　【十日町地域】13日㈮　午前10時〜正午
　　　　　　　  会場：本庁消費生活相談室・行政相談室
　【川 西 地 域】25日㈬　午後１時〜３時
　　　　　　　  会場：はあとふる川西

●定例年金相談
　12日㈭・26日㈭
　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●多重債務相談
　産業振興課商工振興係（☎757-3740）へ要予約
　11日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●消費生活相談電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後４時　☎757-3740

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時
　会場：教育センター（川西庁舎内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分　☎757-3701

●各種相談のお知らせ

●手話奉仕員窓口配置

　日時：５月９日㈪　午前11時〜午後３時

　配置場所・問合せ：福祉課　☎757-3782
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　「
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
子
ど
も

た
ち
に
は
い
ろ
い
ろ
経
験
し
て
ほ
し
い
」

と
話
す
の
は
、
代
表
の
丸
山
恵
さ
ん
（
46

歳
・
高
田
町
４
）。
平
成
４
年
に
発
足
し

た
十
日
町
お
や
こ
劇
場
は
、
人
形
劇
な
ど

の
鑑
賞
会
を
中
心
に
、
豆
ま
き
会
や
キ
ャ

ン
プ
な
ど
季
節
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
対
象
年
齢
も
幅
広
く
、
未
就

園
児
に
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行

い
、
会
員
で
は
な
い
人
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
定
例
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
は
�
本

物
へ
の
こ
だ
わ
り
�。
丸
山
さ
ん
は
、「
年

に
数
回
、
人
形
劇
や
芝
居
、
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
上
質
の
生
の
ス
テ
ー
ジ
を
誘
致
し
鑑

賞
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
本
物
の
ス

テ
ー
ジ
に
じ
か
に
触
れ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
す
。
企
画
や
運
営
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
会
員
み
ん
な
で
考

え
、
鑑
賞
会
な
ど
の
運
営
に
は
子
ど
も
た

ち
も
参
加
し
ま
す
。
活
動
を
支
え
る
の
は

会
員
か
ら
の
会
費
で
す
。
丸
山
さ
ん
は
、

「
年
少
児
ま
で
は
無
料
。
年
中
児
以
上
か

ら
月
７
０
０
円
で
す
。
年
間
通
し
て
活
動

し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
子
ど
も
た

ち
か
ら
参
加
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

　
文
化
を
通
じ
て
子
育
て
を
行
う
。
子
ど

も
た
ち
の
大
き
な
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

る
公
園
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し

く
親
子
み
ん
な
で
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

₃₇

目
指
す
は
子
ど
も
た
ち
の
心
の
公
園

十
日
町
お
や
こ
劇
場

●
問
合
せ
　
事
務
局
（
加
賀
書
院
内
）

　
　
　
　
　
☎
７
５
２

｜

２
１
１
４

　
「
文
化
で
子
育
て
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
親
子
を
対
象
に
鑑
賞
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

自
主
活
動
を
行
う
十
日
町
お
や
こ
劇
場
。
会
員
は
約
２
０
０
人
。
約
10
人
の
お
母
さ
ん
た

ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
子

ど
も
た
ち
の
心
を
は
ぐ
く
む
と
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　１月30日㈰に開催された豆まき会のアトラクション。アトラクションで
は、子どもたちも参加して曲芸が披露されました。

　２月12日㈯、バレンタイン
デーを前に行われた、自主活動
のチョコレートづくり。講師の
指導のもと、子どもたちの作業
を手伝う丸山さん。（写真右）

　未就園児と保護者を対象とした
“わくわくキッズ”。英語のカードを
使い親子で英会話をしたり、楽しく
体を動かしたりします。
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